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生活習慣病 年齢階級別歯科質問項目１回答別 

生活習慣病の年齢階級別歯科質問項目１回答別受診者数を下表に示す。 

40-64歳 65-74歳 75歳以上 全　体

は い 4,532 12,802 17,546 34,880
い い え 584 1,939 4,131 6,654
無 回 答 22 125 729 876

計 5,138 14,866 22,406 42,410  
 

・診療費 （一人あたり 1 年間、円） 

65 歳以上の年齢階級では「はい」の方が平均値、中央値が低くなっていた。40-64 歳でも中央

値においては「はい」のほうが低くなっていた。 

全体でも、「はい」の方が平均値で約５万円、中央値で約１万円低くなっていた。 

 

40-64歳 65-74歳 75歳以上 全　体

平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値

は い 171320 79280 201960 102030 271030 134760 232720 112800
い い え 166930 90530 260700 102750 310710 143850 283520 122780
全 体 170680 80640 210230 102060 278180 137570 241340 115080  
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生活習慣病 年齢階級別歯科質問項目５×７回答別 

生活習慣病の年齢階級別歯科質問項目５×７回答別受診者数を下表に示す。 

40-64歳 65-74歳 75歳以上 全　体

5-Y 7-Y 1,334 4,830 5,141 11,305
5-Y 7-N 937 2,637 3,631 7,205
5-N 7-Y 748 2,282 3,494 6,524
5-N 7-N 2,097 4,978 9,370 25,034

全　体 5,116 14,727 21,636 50,068  
 

・診療費 （一人あたり 1 年間、円） 

すべての年齢階級において「5-Y」（セルフケア群）は「5-N」（非セルフケア群）より平均値、中

央値とも低い傾向が認められたが、「7-Y」（プロフェッショナルケア群）と「7-N」（非プロフェッシ

ョナルケア群）については大きな差は認めらず、セルフケアの影響が強くなっていた。 

 
40-64歳 65-74歳 75歳以上 全　体

平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値

5-Y 7-Y 166510 79650 196450 101150 265680 130320 224400 110490
5-Y 7-N 151510 78540 211370 98760 263730 136770 229970 111900
5-N 7-Y 176120 81170 222440 107960 292970 133890 254900 115440
5-N 7-N 179170 81810 216700 102570 286450 140630 251660 117300

全 体 170680 80640 210230 102060 278180 137570 241340 115080  
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・歯科階層化判定区分の重さと診療日数、診療費との関連性は医科、調剤においては特に認めら

れなかった。歯科においては積極的支援群において診療費が最も高く、情報提供群、動機づけ支

援群の間にはあまり差がなかった。 

������ � �������������� 

・歯科質問項目１「なんでも噛んで食べられる」にはいと答えた人の方が医科、歯科、調剤とも診療

日数、診療費とも少なかった。 
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・歯科質問項目５「デンタルフロスや歯間ブラシを使って歯と歯のすき間もきれいにしている」（セルフ

ケア）と歯科質問項目７「定期的（年 1 回以上）に歯の検診や予防のために歯科医院を受診してい

る」（プロフェッショナルケア）について、診療日数において医科では一定の傾向は認められなかっ

た。歯科では「5-Y」（セルフケア群）で多く、調剤においては「7-N」（非プロフェッショナルケア群）

で多くなっていた。また歯科質問項目７の回答別と診療日数との関連性はどの診療科においても

みられず、歯科質問項目５の回答別との組み合わせにおいても一定の傾向は見られなかった。 

・診療費においては医科では「5-Y」(セルフケア群)で平均値が低かった。歯科の平均値においては

「5-Y 7-Y」が最も低かったが、他との差は小さかった。調剤については「5-Y 7-Y」の平均値、中央

値が最も低く、「5-N 7-N」が最も高かった。 

������������������� 

・悪性新生物、歯の疾患、生活習慣病においては歯科階層化判定が重くなるほど診療費が高くなる

傾向が見られた。 

・他の疾患においては歯科階層化判定の重さと診療費の関係に一定の傾向を見出すことは難しか

った。 

����������� � ���������� 

・悪性新生物、虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病、高血圧性疾患、肺炎、歯の疾患、生活習慣

病では「はい」の方が医療費が低かった。動脈硬化症においては「はい」の方が医療費が高かっ

た。 

������������������������ 

・脳血管疾患、糖尿病、高血圧性疾患、動脈硬化症、肺炎においては「5-Y 7-Y」の診療費が低く、

「5-N 7-N」の診療費が高くなる傾向が見られた。特に肺炎においては「5-Y 7-Y」と「5-N 7-N」の

差が平均で 28.8 万円（診療費の約 43％）であり、脳血管疾患の 9.1 万円（診療費の約 27％）、高

血圧疾患の 1.8 万円（診療費の約 12％）などと比べて非常に大きかった。肺炎は診療費の平均値

が約５４万円と主要疾患別の中で最も高く、セルフケア、プロフェッショナルケアを行うことによって

診療費の大きな減少につながる可能性が示唆された。 
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Ⅳ 平成 23 年度特定健診受診者のうち平成 24 年 5 月に歯科を受診した者の状況 

一 調査の概要 

１ 分析対象者および分析方法 

香川県国民健康保険団体連合会および香川県後期高齢者医療広域連合の協力を得て、

平成 23 年度特定健診受診者の特定健診の質問票回答を入手できた者のうち、平成 24 年

5 月に歯科を受診し、歯科レセプトに残存歯数、歯周病の程度、歯科健診受診頻度が記載

された者 6,223 人を対象者とした。 

特定健診受診者の歯科質問票から分類された歯科階層化判定別と歯科質問項目１「何で

もかんで食べられる」、項目 5「デンタルフロスや歯間ブラシを使って歯と歯のすき間

もきれいにしている」（セルフケア）と項目 7「定期的に（年に 1 回以上）に歯の検

診や予防のために歯科医院を受診している」（プロフェッショナルケア）のクロス回

答別（以下、項目 5×7）に残存歯数、歯周病の程度、歯科健診受診頻度について 40-64

歳、65-75 歳、75 歳以上に分類して分析を行った。なお、以下、項目 5 も 7 も「はい」

を「5-Y 7-Y」、5 が「はい」で 7 は「いいえ」を「5-Y 7-N」、5 が「いいえ」で 7
が「はい」を「5-N 7-Y」、5 も 7 も「いいえ」を「5-N 7-N」と表す。 

 

また、残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻度と特定健診の検査結果（HbA1c）の状

況について分析を行った。 
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二 調査・分析結果 

Ａ 特定健診の歯科質問項目と残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻度の状況 

（１）特定健診の歯科質問項目からの歯科階層化判定別、残存歯数・歯周病の程度・歯科健診

受診頻度の状況 

１－１ 歯科階層化判定別残存歯数 

歯科階層化判定と残存歯数との関係は、全体では、情報提供群、動機づけ支援群、積極的

支援群と支援の程度が重くなる程、20 歯以上の割合が少ない傾向にあった。しかし、０-４歯と

極端に残存歯数の少ない者の割合は、積極的支援群より動機づけ支援群の方が多かった。  

年齢階級別では、65-74 歳と 75 歳以上では支援の程度が重くなる程、20 歯以上の歯を保っ

ている者の割合が少ない傾向にあったものの、40-64 歳では、動機づけ支援群よりも情報提供

群の方が 20 歯以上の歯を保っている者の割合が少なかった。 

これらの傾向は昨年と同じであった。 

総数 0-4歯 5-9歯 10-14歯 15-19歯 20歯以上

情 報 提 供 750 5 15 24 65 641
40-64歳 動 機 付 け 支 援 219 6 7 3 13 190

積 極 的 支 援 109 3 5 14 14 73
情 報 提 供 1,891 45 86 148 232 1,380

65-74歳 動 機 付 け 支 援 439 27 28 36 70 278
積 極 的 支 援 195 13 18 21 41 102
情 報 提 供 1,879 190 242 279 294 874

75歳以上 動 機 付 け 支 援 567 134 71 84 83 195
積 極 的 支 援 174 33 34 36 25 46
情 報 提 供 4,520 240 343 451 591 2,895

全　　体 動 機 付 け 支 援 1,225 167 106 123 166 663
積 極 的 支 援 478 49 57 71 80 221

情 報 提 供 100.0% 0.7% 2.0% 3.2% 8.7% 85.5%
40-64歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 2.7% 3.2% 1.4% 5.9% 86.8%

積 極 的 支 援 100.0% 2.8% 4.6% 12.8% 12.8% 67.0%
情 報 提 供 100.0% 2.4% 4.5% 7.8% 12.3% 73.0%

65-74歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 6.2% 6.4% 8.2% 15.9% 63.3%
積 極 的 支 援 100.0% 6.7% 9.2% 10.8% 21.0% 52.3%
情 報 提 供 100.0% 10.1% 12.9% 14.8% 15.6% 46.5%

75歳以上 動 機 付 け 支 援 100.0% 23.6% 12.5% 14.8% 14.6% 34.4%
積 極 的 支 援 100.0% 19.0% 19.5% 20.7% 14.4% 26.4%
情 報 提 供 100.0% 5.3% 7.6% 10.0% 13.1% 64.0%

全　　体 動 機 付 け 支 援 100.0% 13.6% 8.7% 10.0% 13.6% 54.1%
積 極 的 支 援 100.0% 10.3% 11.9% 14.9% 16.7% 46.2%

人　　　　　　　数
階 層 化 判 定年齢階級

割　　　　　　　合
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１－２ 歯科階層化判定別歯周病の程度 

歯科階層化判定と歯周病の程度との関係は、全体では、情報提供群、動機づけ支援群、積

極的支援群と支援の程度が重くなる程、Ｐ－およびＰ１の者の割合が少なく、Ｐ３および無歯の

割合が多くなる傾向にあった。Ｐ２の割合は各階層でほぼ同じであった。しかし、無歯の割合は、

積極的支援群より動機づけ支援群の方が多かった。 

年齢階級別では、65-74 歳と 75 歳以上では支援の程度が重くなる程、Ｐ－およびＰ１の者の

割合が少なく、Ｐ３および無歯の割合が多くなる傾向にあったものの、無歯の割合に限ってみ

ると、動機づけ支援群が一番多かった。40-64 歳では、動機づけ支援群よりも情報提供群の

方がＰ３の割合が多かった。 

これらの傾向は昨年と同じであった。 

総数 Ｐ－ Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ 無歯

情 報 提 供 750 14 297 358 81 0
40-64歳 動 機 付 け 支 援 219 7 88 100 20 4

積 極 的 支 援 109 7 30 48 22 2
情 報 提 供 1,891 34 598 991 254 14

65-74歳 動 機 付 け 支 援 439 6 136 232 53 12
積 極 的 支 援 195 4 45 103 39 4
情 報 提 供 1,879 26 454 993 333 73

75歳以上 動 機 付 け 支 援 566 18 120 268 95 65
積 極 的 支 援 174 6 29 88 36 15
情 報 提 供 4,520 74 1,349 2,342 668 87

全　　体 動 機 付 け 支 援 1,224 31 344 600 168 81
積 極 的 支 援 478 17 104 239 97 21

情 報 提 供 100.0% 1.9% 39.6% 47.7% 10.8% 0.0%
40-64歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 3.2% 40.2% 45.7% 9.1% 1.8%

積 極 的 支 援 100.0% 6.4% 27.5% 44.0% 20.2% 1.8%
情 報 提 供 100.0% 1.8% 31.6% 52.4% 13.4% 0.7%

65-74歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 1.4% 31.0% 52.8% 12.1% 2.7%
積 極 的 支 援 100.0% 2.1% 23.1% 52.8% 20.0% 2.1%
情 報 提 供 100.0% 1.4% 24.2% 52.8% 17.7% 3.9%

75歳以上 動 機 付 け 支 援 100.0% 3.2% 21.2% 47.3% 16.8% 11.5%
積 極 的 支 援 100.0% 3.4% 16.7% 50.6% 20.7% 8.6%
情 報 提 供 100.0% 1.6% 29.8% 51.8% 14.8% 1.9%

全　　体 動 機 付 け 支 援 100.0% 2.5% 28.1% 49.0% 13.7% 6.6%
積 極 的 支 援 100.0% 3.6% 21.8% 50.0% 20.3% 4.4%

割　　　　　　　合

年齢階級 階 層 化 判 定
人　　　　　　　数
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１－３ 歯科階層化判定別歯科健診受診頻度 

歯科階層化判定と歯科健診受診頻度との関係は、全体では、情報提供群と支援群の間で大

きく傾向が分かれた。情報提供群では 0 回がおよそ 4 割、そして、動機づけ支援群と積極的支

援群では 0 回がどちらも 8 割近くという結果だった。動機づけ支援群と積極的支援群の歯科健

診受診頻度割合はほぼ同じだったが、積極的支援群の方が、0 回の割合が若干高く、1 回以

上の割合は若干少なくなっていた。 

年齢階級別では、各年齢階級で全体の傾向と大きな違いは無いが、0 回の割合はどの群でも

65-74 歳がが少なく、75 歳以上が多くなっていた。 

総数 ０回 １回 ２回 ３回以上

情 報 提 供 750 273 128 117 232
40-64歳 動 機 付 け 支 援 219 166 40 6 7

積 極 的 支 援 109 88 12 8 1
情 報 提 供 1,890 679 299 306 606

65-74歳 動 機 付 け 支 援 439 323 70 27 19
積 極 的 支 援 195 143 35 5 12
情 報 提 供 1,879 856 275 229 519

75歳以上 動 機 付 け 支 援 567 451 70 18 28
積 極 的 支 援 174 146 20 3 5
情 報 提 供 4,519 1,808 702 652 1,357

全　　体 動 機 付 け 支 援 1,225 940 180 51 54
積 極 的 支 援 478 377 67 16 18

情 報 提 供 100.0% 36.4% 17.1% 15.6% 30.9%
40-64歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 75.8% 18.3% 2.7% 3.2%

積 極 的 支 援 100.0% 80.7% 11.0% 7.3% 0.9%
情 報 提 供 100.0% 35.9% 15.8% 16.2% 32.1%

65-74歳 動 機 付 け 支 援 100.0% 73.6% 15.9% 6.2% 4.3%
積 極 的 支 援 100.0% 73.3% 17.9% 2.6% 6.2%
情 報 提 供 100.0% 45.6% 14.6% 12.2% 27.6%

75歳以上 動 機 付 け 支 援 100.0% 79.5% 12.3% 3.2% 4.9%
積 極 的 支 援 100.0% 83.9% 11.5% 1.7% 2.9%
情 報 提 供 100.0% 40.0% 15.5% 14.4% 30.0%

全　　体 動 機 付 け 支 援 100.0% 76.7% 14.7% 4.2% 4.4%
積 極 的 支 援 100.0% 78.9% 14.0% 3.3% 3.8%

割　　　　　　　合

年齢階級 階 層 化 判 定
人　　　　　　　数
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（２）歯科質問項目１（何でもかんで食べられる）別、残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻

度の状況 

２－１ 歯科質問項目１別残存歯数 

歯科質問項目１（何でもかんで食べられる）別と残存歯数との関係は、全体では、「はい」と「い

いえ」との間で、20 歯以上ある者の割合が「はい」でおよそ 6６％、「いいえ」でおよそ 35％と大

きな差があった。 

年齢階級別では、40-64 歳、65-74 歳、75 歳以上のいずれにおいても 20 歯以上ある者の割

合は「はい」が「いいえ」より約 3 割多かったが、残存歯数は年齢階級が進むにつれ減少してい

た。何でもかんで食べられるかで一番大きな差があるのは全ての年齢階級で 20 歯以上だが、

2 番目に差があるのは各年齢階級で異なり、75 歳以上で 5-9 歯、65-74 歳で 10-14 歯、40-64

歳で 15-19 歯であった。 

総数 0-4歯 5-9歯 10-14歯 15-19歯 20歯以上

は　　　い 934 11 11 24 64 824
40-64歳 い　い　え 143 3 16 17 28 79

無　回　答 1 0 0 0 0 1
は　　　い 2,166 60 92 148 272 1,594

65-74歳 い　い　え 345 22 39 54 71 159
無　回　答 14 3 1 3 0 7
は　　　い 2,079 240 235 295 319 990

75歳以上 い　い　え 490 100 106 100 80 104
無　回　答 51 17 6 4 3 21
は　　　い 5,179 311 338 467 655 3,408

全　　体 い　い　え 978 125 161 171 179 342
無　回　答 66 20 7 7 3 29

は　　　い 100.0% 1.2% 1.2% 2.6% 6.9% 88.2%
40-64歳 い　い　え 100.0% 2.1% 11.2% 11.9% 19.6% 55.2%

無　回　答 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
は　　　い 100.0% 2.8% 4.2% 6.8% 12.6% 73.6%

65-74歳 い　い　え 100.0% 6.4% 11.3% 15.7% 20.6% 46.1%
無　回　答 100.0% 21.4% 7.1% 21.4% 0.0% 50.0%
は　　　い 100.0% 11.5% 11.3% 14.2% 15.3% 47.6%

75歳以上 い　い　え 100.0% 20.4% 21.6% 20.4% 16.3% 21.2%
無　回　答 100.0% 33.3% 11.8% 7.8% 5.9% 41.2%
は　　　い 100.0% 6.0% 6.5% 9.0% 12.6% 65.8%

全　　体 い　い　え 100.0% 12.8% 16.5% 17.5% 18.3% 35.0%
無　回　答 100.0% 30.3% 10.6% 10.6% 4.5% 43.9%

年齢階級 問 診 １ 回 答
人　　　　　　　数

割　　　　　　　合
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２－２ 歯科質問項目１別歯周病の程度 

歯科質問項目１（何でもかんで食べられる）別と歯周病の程度との関係は、全体では、Ｐ－お

よびＰ１が「はい」で 32.5％「いいえ」でおよそ 22.5％と「はい」の方が 10％多く、また、Ｐ３および

無歯が「はい」で 16.3％「いいえ」で 26.4％と「はい」が約 10％少なくなっており、「いいえ」の方

が歯周病の程度が重度になっていた。 

年齢階級別では、40-64 歳、65-74 歳、75 歳以上のいずれにおいても「はい」と答えた者より

「いいえ」と答えた者の方が歯周病の程度が重度である傾向が見られたが、「はい」と「いいえ」

で歯周病の程度の差の一番大きかったのが 40-64 歳であった。 

これらの傾向は昨年と同じであった。 

総数 Ｐ－ Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ 無歯

は　　　い 934 21 387 440 81 5
40-64歳 い　い　え 143 7 27 66 42 1

無　回　答 1 0 1 0 0 0
は　　　い 2,166 38 707 1,128 272 21

65-74歳 い　い　え 345 6 70 192 70 7
無　回　答 14 0 2 6 4 2
は　　　い 2,078 32 495 1,086 358 107

75歳以上 い　い　え 490 16 94 242 97 41
無　回　答 51 2 14 21 9 5
は　　　い 5,178 91 1,589 2,654 711 133

全　　体 い　い　え 978 29 191 500 209 49
無　回　答 66 2 17 27 13 7

は　　　い 100.0% 2.2% 41.4% 47.1% 8.7% 0.5%
40-64歳 い　い　え 100.0% 4.9% 18.9% 46.2% 29.4% 0.7%

無　回　答 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
は　　　い 100.0% 1.8% 32.6% 52.1% 12.6% 1.0%

65-74歳 い　い　え 100.0% 1.7% 20.3% 55.7% 20.3% 2.0%
無　回　答 100.0% 0.0% 14.3% 42.9% 28.6% 14.3%
は　　　い 100.0% 1.5% 23.8% 52.3% 17.2% 5.1%

75歳以上 い　い　え 100.0% 3.3% 19.2% 49.4% 19.8% 8.4%
無　回　答 100.0% 3.9% 27.5% 41.2% 17.6% 9.8%
は　　　い 100.0% 1.8% 30.7% 51.3% 13.7% 2.6%

全　　体 い　い　え 100.0% 3.0% 19.5% 51.1% 21.4% 5.0%
無　回　答 100.0% 3.0% 25.8% 40.9% 19.7% 10.6%

割　　　　　　　合

年齢階級 問 診 １ 回 答
人　　　　　　　数
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２－３ 歯科質問項目１別歯科健診受診頻度 

歯科質問項目１（何でもかんで食べられる）別と歯科健診受診頻度との関係は、全体では、

「はい」より「いいえ」と答えた者の方が歯科健診受診頻度が少ない傾向にあった。歯科健診受

診頻度 0 回の者の割合は「はい」が「いいえ」より約 14％少なく、歯科受診頻度 3 回以上の者

の割合は「はい」が「いいえ」より約 10％多かった。 

年齢階級別では、40-64 歳、65-74 歳、75 歳以上のいずれにおいても「はい」と答えた者より

「いいえ」と答えた者の方が受診頻度が少なくなる傾向が見られたが、その差の一番大きかっ

たのが 75 歳以上であった。 

これらの傾向は昨年と同じであった。 

総数 ０回 １回 ２回 ３回以上

は　　　い 934 443 152 117 222
40-64歳 い　い　え 143 84 28 13 18

無　回　答 1 0 0 1 0
は　　　い 2,165 946 349 303 567

65-74歳 い　い　え 345 192 53 34 66
無　回　答 14 7 2 1 4
は　　　い 2,079 1,092 296 212 479

75歳以上 い　い　え 490 328 67 33 62
無　回　答 51 33 2 5 11
は　　　い 5,178 2,481 797 632 1,268

全　　体 い　い　え 978 604 148 80 146
無　回　答 66 40 4 7 15

は　　　い 100.0% 47.4% 16.3% 12.5% 23.8%
40-64歳 い　い　え 100.0% 58.7% 19.6% 9.1% 12.6%

無　回　答 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
は　　　い 100.0% 43.7% 16.1% 14.0% 26.2%

65-74歳 い　い　え 100.0% 55.7% 15.4% 9.9% 19.1%
無　回　答 100.0% 50.0% 14.3% 7.1% 28.6%
は　　　い 100.0% 52.5% 14.2% 10.2% 23.0%

75歳以上 い　い　え 100.0% 66.9% 13.7% 6.7% 12.7%
無　回　答 100.0% 64.7% 3.9% 9.8% 21.6%
は　　　い 100.0% 47.9% 15.4% 12.2% 24.5%

全　　体 い　い　え 100.0% 61.8% 15.1% 8.2% 14.9%
無　回　答 100.0% 60.6% 6.1% 10.6% 22.7%

年齢階級 問 診 １ 回 答
人　　　　　　　数

割　　　　　　　合
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（３）歯科質問項目５×７別、残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻度の状況 

３－１ 歯科質問項目５×７別残存歯数 

歯科質問項目５と７のクロス回答と残存歯数との関係は、全体では、20 歯以上の割合は、

「5-Y 7-Y」が最も多く、次に「5-Y 7-N」、「5-N 7-Y」の順で、「5-N 7-N」が最も少なかった。 

年齢階級別では、65-74 歳と 75 歳以上では全体と同じ傾向であったが、40-64 歳では、「5-Y 

7-Y」と「5-Y 7-N」、「5-N 7-Y」と「5-N 7-N」がそれぞれ同じような割合となり、前者「5-Y」（セ

ルフケア群）の方が残存歯数が多くなっていた。 

総数 0-4歯 5-9歯 10-14歯 15-19歯 20歯以上

5-Y 7-Y 507 1 6 12 47 441
5-Y 7-N 137 0 2 4 11 120
5-N 7-Y 189 4 9 10 16 150
5-N 7-N 244 9 10 15 18 192
5-Y 7-Y 1,288 14 44 82 145 1,003
5-Y 7-N 306 4 16 27 41 218
5-N 7-Y 451 22 32 53 68 276
5-N 7-N 464 39 39 42 88 256
5-Y 7-Y 1,118 59 128 168 184 579
5-Y 7-N 314 43 31 48 60 132
5-N 7-Y 560 91 93 88 80 208
5-N 7-N 577 146 89 91 75 176
5-Y 7-Y 2,913 74 178 262 376 2,023
5-Y 7-N 757 47 49 79 112 470
5-N 7-Y 1,200 117 134 151 164 634
5-N 7-N 1,285 194 138 148 181 624

5-Y 7-Y 100.0% 0.2% 1.2% 2.4% 9.3% 87.0%
5-Y 7-N 100.0% 0.0% 1.5% 2.9% 8.0% 87.6%
5-N 7-Y 100.0% 2.1% 4.8% 5.3% 8.5% 79.4%
5-N 7-N 100.0% 3.7% 4.1% 6.1% 7.4% 78.7%
5-Y 7-Y 100.0% 1.1% 3.4% 6.4% 11.3% 77.9%
5-Y 7-N 100.0% 1.3% 5.2% 8.8% 13.4% 71.2%
5-N 7-Y 100.0% 4.9% 7.1% 11.8% 15.1% 61.2%
5-N 7-N 100.0% 8.4% 8.4% 9.1% 19.0% 55.2%
5-Y 7-Y 100.0% 5.3% 11.4% 15.0% 16.5% 51.8%
5-Y 7-N 100.0% 13.7% 9.9% 15.3% 19.1% 42.0%
5-N 7-Y 100.0% 16.3% 16.6% 15.7% 14.3% 37.1%
5-N 7-N 100.0% 25.3% 15.4% 15.8% 13.0% 30.5%
5-Y 7-Y 100.0% 2.5% 6.1% 9.0% 12.9% 69.4%
5-Y 7-N 100.0% 6.2% 6.5% 10.4% 14.8% 62.1%
5-N 7-Y 100.0% 9.8% 11.2% 12.6% 13.7% 52.8%
5-N 7-N 100.0% 15.1% 10.7% 11.5% 14.1% 48.6%

全　　体

割　　　　　　　合

全　　体

40-64歳

65-74歳

75歳以上

年齢階級 問 診 ５ 回 答
人　　　　　　　数

40-64歳

65-74歳

75歳以上
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３－２ 歯科質問項目５×７別歯周病の程度 
歯科質問項目５と７のクロス回答と歯周病の程度との関係は、全体では、「5-Y 7-Y」、「5-Y 

7-N」、「5-N 7-Y」、「5-N 7-N」の順にＰ-およびＰ１の者の割合が少なく、Ｐ３および無歯の割

合が多くなる傾向にあった。 

年齢階級別では、75 歳以上では全体と概ね同じ傾向であったが、40-64 歳、65-74 歳では、 

Ｐ-およびＰ１の者の割合は「5-Y 7-N」、「5-N 7-Y」が多くなっていた。 

総数 Ｐ－ Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ 無歯

5-Y 7-Y 507 9 192 254 52 0
5-Y 7-N 137 3 53 67 14 0
5-N 7-Y 189 4 79 81 25 0
5-N 7-N 244 12 90 104 32 6
5-Y 7-Y 1,288 19 407 696 164 2
5-Y 7-N 306 7 105 161 31 2
5-N 7-Y 451 13 138 219 74 7
5-N 7-N 464 5 127 242 74 16
5-Y 7-Y 1,118 13 280 612 197 16
5-Y 7-N 314 6 68 169 51 20
5-N 7-Y 560 9 130 275 105 41
5-N 7-N 576 20 111 272 102 71
5-Y 7-Y 2,913 41 879 1,562 413 18
5-Y 7-N 757 16 226 397 96 22
5-N 7-Y 1,200 26 347 575 204 48
5-N 7-N 1,284 37 328 618 208 93

5-Y 7-Y 100.0% 1.8% 37.9% 50.1% 10.3% 0.0%
5-Y 7-N 100.0% 2.2% 38.7% 48.9% 10.2% 0.0%
5-N 7-Y 100.0% 2.1% 41.8% 42.9% 13.2% 0.0%
5-N 7-N 100.0% 4.9% 36.9% 42.6% 13.1% 2.5%
5-Y 7-Y 100.0% 1.5% 31.6% 54.0% 12.7% 0.2%
5-Y 7-N 100.0% 2.3% 34.3% 52.6% 10.1% 0.7%
5-N 7-Y 100.0% 2.9% 30.6% 48.6% 16.4% 1.6%
5-N 7-N 100.0% 1.1% 27.4% 52.2% 15.9% 3.4%
5-Y 7-Y 100.0% 1.2% 25.0% 54.7% 17.6% 1.4%
5-Y 7-N 100.0% 1.9% 21.7% 53.8% 16.2% 6.4%
5-N 7-Y 100.0% 1.6% 23.2% 49.1% 18.8% 7.3%
5-N 7-N 100.0% 3.5% 19.3% 47.2% 17.7% 12.3%
5-Y 7-Y 100.0% 1.4% 30.2% 53.6% 14.2% 0.6%
5-Y 7-N 100.0% 2.1% 29.9% 52.4% 12.7% 2.9%
5-N 7-Y 100.0% 2.2% 28.9% 47.9% 17.0% 4.0%
5-N 7-N 100.0% 2.9% 25.5% 48.1% 16.2% 7.2%

全　　体

40-64歳

40-64歳

65-74歳

75歳以上

全　　体

割　　　　　　　合

65-74歳

75歳以上

年齢階級 問 診 ５ 回 答
人　　　　　　　数
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３－３ 歯科質問項目５×７別歯科健診受診頻度 

歯科質問項目５と７のクロス回答と歯科健診受診頻度との関係は、全体では、０回の割合は

「5-N 7-N」が最も多く、「5-Y 7-Y」が最も少なかった。「7-N」（非プロフェッショナルケア群）が

多く、質問項目７の回答が同じなら、「5-N」（非セルフケア群）の方が多かった。 

年齢階級別で見ても、各年齢階級で割合の差はあるものの、全体と概ね同じ傾向であった。 

総数 ０回 １回 ２回 ３回以上

5-Y 7-Y 507 146 76 84 201
5-Y 7-N 137 108 18 7 4
5-N 7-Y 189 84 48 28 29
5-N 7-N 244 189 38 11 6
5-Y 7-Y 1,287 343 191 232 521
5-Y 7-N 306 203 60 23 20
5-N 7-Y 451 232 85 61 73
5-N 7-N 464 357 67 20 20
5-Y 7-Y 1,118 397 172 149 400
5-Y 7-N 314 232 49 14 19
5-N 7-Y 560 309 81 69 101
5-N 7-N 577 483 61 12 21
5-Y 7-Y 2,912 886 439 465 1,122
5-Y 7-N 757 543 127 44 43
5-N 7-Y 1,200 625 214 158 203
5-N 7-N 1,285 1,029 166 43 47

5-Y 7-Y 100.0% 28.8% 15.0% 16.6% 39.6%
5-Y 7-N 100.0% 78.8% 13.1% 5.1% 2.9%
5-N 7-Y 100.0% 44.4% 25.4% 14.8% 15.3%
5-N 7-N 100.0% 77.5% 15.6% 4.5% 2.5%
5-Y 7-Y 100.0% 26.7% 14.8% 18.0% 40.5%
5-Y 7-N 100.0% 66.3% 19.6% 7.5% 6.5%
5-N 7-Y 100.0% 51.4% 18.8% 13.5% 16.2%
5-N 7-N 100.0% 76.9% 14.4% 4.3% 4.3%
5-Y 7-Y 100.0% 35.5% 15.4% 13.3% 35.8%
5-Y 7-N 100.0% 73.9% 15.6% 4.5% 6.1%
5-N 7-Y 100.0% 55.2% 14.5% 12.3% 18.0%
5-N 7-N 100.0% 83.7% 10.6% 2.1% 3.6%
5-Y 7-Y 100.0% 30.4% 15.1% 16.0% 38.5%
5-Y 7-N 100.0% 71.7% 16.8% 5.8% 5.7%
5-N 7-Y 100.0% 52.1% 17.8% 13.2% 16.9%
5-N 7-N 100.0% 80.1% 12.9% 3.3% 3.7%

40-64歳

65-74歳

75歳以上

全　　体

割　　　　　　　合

40-64歳

65-74歳

75歳以上

全　　体

年齢階級 問 診 ５ 回 答
人　　　　　　　数
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Ｂ 残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻度と特定健診の検査結果の状況 

（１）残存歯数・歯周病の程度・歯科健診受診頻度とＨｂA１ｃ（JDS 値） 

１－１ 残存歯数と HbA1ｃ（JDS 値） 

残存歯数と HbA１ｃの関係は、全体では、5.2％未満の割合は、0～14 歯ではあまり差はないが

15 歯以上ではやや多くなっていた。6.1％以上の割合は 0-4 歯が最も多く残存歯数が多くなる

と少なくなっていた。 

年齢階級別では、40-64 歳では、残存歯数が多いほど HｂA1ｃが低くなる傾向が強く、年齢階

級が高齢になるほど、残存歯数による差が小さくなり、その傾向が弱くなっていた。 

総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上 総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上

0～4歯 14 3 9 2 100.0% 21.4% 64.3% 14.3%
5～9歯 27 10 14 3 100.0% 37.0% 51.9% 11.1%

10～14歯 41 20 18 3 100.0% 48.8% 43.9% 7.3%
15～19歯 92 46 40 6 100.0% 50.0% 43.5% 6.5%
20歯以上 904 443 409 52 100.0% 49.0% 45.2% 5.8%
0～4歯 85 27 43 15 100.0% 31.8% 50.6% 17.6%
5～9歯 132 50 70 12 100.0% 37.9% 53.0% 9.1%

10～14歯 205 79 109 17 100.0% 38.5% 53.2% 8.3%
15～19歯 343 130 176 37 100.0% 37.9% 51.3% 10.8%
20歯以上 1,760 719 893 148 100.0% 40.9% 50.7% 8.4%
0～4歯 357 151 170 36 100.0% 42.3% 47.6% 10.1%
5～9歯 347 138 181 28 100.0% 39.8% 52.2% 8.1%

10～14歯 399 157 214 28 100.0% 39.3% 53.6% 7.0%
15～19歯 402 176 199 27 100.0% 43.8% 49.5% 6.7%
20歯以上 1,115 428 601 86 100.0% 38.4% 53.9% 7.7%
0～4歯 456 181 222 53 100.0% 39.7% 48.7% 11.6%
5～9歯 506 198 265 43 100.0% 39.1% 52.4% 8.5%

10～14歯 645 256 341 48 100.0% 39.7% 52.9% 7.4%
15～19歯 837 352 415 70 100.0% 42.1% 49.6% 8.4%
20歯以上 3,779 1,590 1,903 286 100.0% 42.1% 50.4% 7.6%

人　　　数 割　　　合

40-64歳

65-74歳

75歳以上

全　体
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１－２ 歯周病の程度と HbA1ｃ（JDS 値） 

歯周病の程度と HbA１ｃの関係は、全体では、歯周病の程度が重度になるほど、5.2％未満の

割合が少なくなり、6.1％以上の割合が多くなっていた。 

年齢階級別では、75 歳以上では P-で 5.2％未満の割合が多く、6.1％以上の割合が少なくな

っていたが、40-64 歳、65-74 歳では、逆に P-で 5.2％未満の割合が少なく 6.1％以上の割合

が多くなっていた。P1～無歯では、歯周病の程度が重度になるほど、5.2％未満の割合が少な

くなり、6.1％以上の割合が多くなり、その差は、年齢階級が若くなるほど大きくなっていた。 

総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上 総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上

P- 28 12 14 2 100.0% 42.9% 50.0% 7.1%
P1 415 217 180 18 100.0% 52.3% 43.4% 4.3%
P2 506 242 231 33 100.0% 47.8% 45.7% 6.5%
P3 123 50 61 12 100.0% 40.7% 49.6% 9.8%

無歯 6 1 4 1 100.0% 16.7% 66.7% 16.7%
P- 44 16 26 2 100.0% 36.4% 59.1% 4.5%
P1 779 328 389 62 100.0% 42.1% 49.9% 8.0%
P2 1,326 529 671 126 100.0% 39.9% 50.6% 9.5%
P3 346 123 188 35 100.0% 35.5% 54.3% 10.1%

無歯 30 9 17 4 100.0% 30.0% 56.7% 13.3%
P- 50 26 21 3 100.0% 52.0% 42.0% 6.0%
P1 603 238 320 45 100.0% 39.5% 53.1% 7.5%
P2 1,349 545 695 109 100.0% 40.4% 51.5% 8.1%
P3 464 181 249 34 100.0% 39.0% 53.7% 7.3%

無歯 153 60 79 14 100.0% 39.2% 51.6% 9.2%
P- 122 54 61 7 100.0% 44.3% 50.0% 5.7%
P1 1,797 783 889 125 100.0% 43.6% 49.5% 7.0%
P2 3,181 1,316 1,597 268 100.0% 41.4% 50.2% 8.4%
P3 933 354 498 81 100.0% 37.9% 53.4% 8.7%

無歯 189 70 100 19 100.0% 37.0% 52.9% 10.1%

人　　　数 割　　　合

40-64歳

65-74歳

75歳以上

全　体
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１－３ 歯科健診受診頻度と HbA1ｃ（JDS 値） 

歯科健診受診頻度と HbA１ｃの関係は、全体では、5.2％未満の割合は０回よりも１回、２回と

多くなり３回以上では少なくなっていた。6.1％以上の割合は０回が最も多く、次に２回が多くな

っていた。 

年齢階級別では、40-64 歳では 6.1％以上の割合は０回が最も多く健診受診回数が増えるほ

ど少なくなっていた。65-74 歳では、全体とほぼ同じ傾向であった。70 歳以上では、5.2％未満

の割合は１回が最も多く、２回、３回以上と少なくなっていた。 

総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上 総数 5.2%未満 5.2%以上 6.1%以上

0回 527 244 246 37 100.0% 46.3% 46.7% 7.0%
1回 180 98 71 11 100.0% 54.4% 39.4% 6.1%
2回 131 69 54 8 100.0% 52.7% 41.2% 6.1%

3回以上 240 111 119 10 100.0% 46.3% 49.6% 4.2%
0回 1,145 443 586 116 100.0% 38.7% 51.2% 10.1%
1回 404 164 209 31 100.0% 40.6% 51.7% 7.7%
2回 338 152 153 33 100.0% 45.0% 45.3% 9.8%

3回以上 637 245 343 49 100.0% 38.5% 53.8% 7.7%
0回 1,453 586 748 119 100.0% 40.3% 51.5% 8.2%
1回 365 159 182 24 100.0% 43.6% 49.9% 6.6%
2回 250 96 133 21 100.0% 38.4% 53.2% 8.4%

3回以上 552 209 302 41 100.0% 37.9% 54.7% 7.4%
0回 3,125 1,273 1,580 272 100.0% 40.7% 50.6% 8.7%
1回 949 421 462 66 100.0% 44.4% 48.7% 7.0%
2回 719 317 340 62 100.0% 44.1% 47.3% 8.6%

3回以上 1,429 565 764 100 100.0% 39.5% 53.5% 7.0%

割　　　合人　　　数

全　体

40-64歳

65-74歳

75歳以上
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・全体の傾向として歯科階層化判定で支援の程度が重い者ほど残存歯が少なくなっていたが、 

0-4 歯の者の割合については動機づけ支援群が一番多かった。 

・年齢階級別にみると、40-64 歳では動機づけ支援群の方が情報提供群より残存歯数が多いと

いう特徴が見られ、65 歳以上と異なっていた。 

・75 歳以上では動機づけ支援群の方が積極的支援群より 0-4 歯の者の割合が多いという特徴

が見られた。 

・以上から、歯科階層化判定は、65 歳以上で 5 歯以上ある者については、残存歯数が少ないほ

ど重度に判定されているが、40-64 歳の若年層や 0-4 歯の極端に歯の数が少ない者に関して

はこれが当てはまらない。 
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・全体の傾向として歯科階層化判定で支援の程度が重い者ほど歯周病の程度が重くなってい

た。 

・年齢階級別にみると、40-64 歳では動機づけ支援群の方が情報提供群より重度歯周病の割合

が少ないという特徴が見られ、65 歳以上と異なっていた。 

・65 歳以上では動機づけ支援群の方が積極的支援群より無歯の者の割合が多いという特徴が

見られ、この傾向は、65-74 歳より 75 歳以上でより強く認められた。 

・以上から、65 歳以上の有歯者においては、歯周病が重度なほど歯科階層化判定が重度に判

定されているが、無歯のものについては、これが当てはまらず、75 歳以上に無歯の者が多いこと

から、75 歳以上でも、歯科階層化判定と歯周病の程度についての関係が当てはまらなくなる可

能性が示唆された。 
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・各年齢階級においても全体においても、情報提供群の方が支援群よりも歯科健診受診頻度は

明らかに高くなっており、歯科階層化判定と歯科健診受診頻度との間に相関があった。これは、

階層化の最初のステップが定期健診受診の有無であることから当然の結果といえる。 

・動機づけ支援群と積極的支援群の間では、わずかだが積極的支援群の方が動機づけ支援群

よりも歯科健診受診頻度が少ない傾向にあった。 

・年齢階級別では、65-74 歳が最も歯科健診受診が多く、次いで 40-64 歳で、75 歳以上が最も

歯科健診受診が少ない傾向にあった。 

������������ 

・質問項目１に対して「いいえ」と答えた群の方が残存歯数が少なく、どの年齢階級においても、

同じ傾向であった。 
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・質問項目１に対して「いいえ」と答えた群の方が歯周病の程度が重度になり、どの年齢階級に

おいても、同じ傾向であった。 
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・質問項目１に対して「いいえ」と答えた群の方が歯科健診受診頻度が低く、どの年齢階級にお

いても、同じ傾向であった。年齢階級別では、65-74 歳が最も歯科健診受診が多く、次いで

40-64 歳で、75 歳以上が最も歯科健診受診が少ない傾向にあった。 
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・各年齢階級でも、全体でも、「5-Y ７-Y」が最も残存歯数が多くなり、次に「5-Y 7-N」、更に

「5-N 7-Y」の順に残存歯数が少なくなり「5-N 7-N」が最も残存歯数が少ない傾向にあった。 
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・全体では、「5-Y ７-Y」が最も歯周病の程度が軽度となり、次に「5-Y ７-N」、更に「5-N 7-Y」の

順に歯周病の程度が重度となり、「5-N 7-N」が最も歯周病の程度が重度の傾向にあった。 
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・歯科健診受診頻度については、当然ながら、「7-Y」（プロフェッショナルケア群）の方が受診頻

度が多くなっていた。 

・プロフェッショナルケアの有無が同じ群の間では、「5-Y」（セルフケア群）の方が、歯科健診受

診頻度が多くなっていた。 
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・全体では、わずかではあるが、残存歯数が少なくなるほど、HbA1ｃが高い者の割合が多くなっ

ていた。特に HbA1ｃ6.1％以上の割合は 0-4 歯が多くなっていた。 

・年齢階級別では、40～64 歳では、残存歯数が多いほど HｂA1ｃが低くなる傾向が強く、年齢階

級が高齢になるほど、残存歯数による差が小さくなり、その傾向が弱くなっていた。 
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・全体では、歯周病の程度が重度になるほど、5.2％未満の割合が少なくなり、6.1％以上の割合

が多くなっており、歯周病の程度と HｂA1ｃの相関が認められた。 

・年齢階級別でも、全体と同じ傾向だが、40-64 歳、65-74 歳では、P-で 5.2％未満の割合が少

なくなっていた。 
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・全体では、5.2％未満の割合は歯科健診受診頻度が多くなるほど多くなり、３回以上では少なく

なっていた。6.1％以上の割合は０回が最も多く、次に２回が多くなっていた。 
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